
令和 4年 8月号（6）令和 4年 8月号（6）（7）広報もおか（7）広報もおか

　

６
月
19
日
（
日
）、
三
谷
地
区
で
、
土
砂
災
害
防

災
避
難
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
土
砂
災
害
警
戒
情
報
が
発
令
さ
れ
た
と

想
定
し
て
、
消
防
団
や
警
察
が
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
午
前
９
時
に
防
災
無
線
で
避
難
指
示
の
発
報

が
あ
っ
た
あ
と
、
三
谷
地
区
の
住
民
約
60
人
が
三
谷

農
村
広
場
へ
避
難
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
消
火
訓
練
に
参
加

し
た
り
、
要
救
助
者
の
救
助
デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ

ン
を
見
学
し
た
り
と
、
災
害
を
想
定
し
、
住
民
同
士

の
協
力
が
必
要
な
訓
練
方
法
を
学
び
ま
し
た
。

　

石
坂
市
長
は
「
い
つ
起
こ
る
か
分
か
ら
な
い
災
害

に
備
え
、
今
日
の
訓
練
を
生
か
し
て
い
た
だ
き
た
い
」

と
話
し
た
う
え
で
「
逃
げ
な
く
て
も
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
自
分
で
判
断
せ
ず
、
自
分
の
命
を
守
る
た
め
に
避

難
指
示
に
従
っ
て
ほ
し
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

６
月
26
日
（
日
）、
真
岡
駅
の
上
り
ホ
ー
ム
に
お

い
て
、
Ｓ
Ｌ
も
お
か
乗
車
１
０
０
万
人
達
成
の
記
念

式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
０
０
万
人
目
の
お
客
さ
ま
と
し
て
乗
車
し
た
宇

都
宮
市
在
住
の
小
学
２
年
生
、
大
塚
大
翔
さ
ん
は
、

真
岡
線
Ｓ
Ｌ
運
行
協
議
会
会
長
で
あ
る
石
坂
市
長
か

ら
記
念
の
乗
車
証
を
受
け
取
っ
た
あ
と
、
記
念
の
く

す
玉
を
割
っ
て
、
祝
い
ま
し
た
。
ホ
ー
ム
に
は
、
沿

線
の
市
町
か
ら
７
体
の
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

が
お
祝
い
に
駆
け
付
け
、
式
典
に
華
を
添
え
ま
し
た
。

　

真
岡
の
Ｓ
Ｌ
は
、
平
成
６
年
３
月
27
日
に
、
子
ど

も
た
ち
の
夢
と
ロ
マ
ン
を
育
む
事
業
と
し
て
運
行
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
、
地
域
の
皆
さ
ま
や
、
多
く
の

Ｓ
Ｌ
フ
ァ
ン
に
支
え
ら
れ
、
28
年
と
３
カ
月
で
大
台

を
達
成
し
ま
し
た
。

左から、大塚朱実さん、大翔さん
石坂市長

【大翔さんのコメント】
100 万人と聞いてびっくりし
たけど、とてもうれしかった。
SL は汽笛が鳴るところがすご

く好き。将来なりたいものは電車の運転手さん。
また SL に乗ってみたい。

　

７
月
12
日
（
火
）
か
ら
、
本
庁
舎
東
側
駐
車
場
が

利
用
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
利
用
開
始
に
伴

い
、い
ち
ご
バ
ス
の
バ
ス
停
（
市
役
所
）
や
タ
ク
シ
ー

乗
り
場
が
「
市
役
所
東
側
入
口
ロ
ー
タ
リ
ー
」
へ
移

動
と
な
り
ま
す
。
利
用
方
法
な
ど
詳
細
は
、
市
Ｈ
Ｐ

を
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
本
庁
舎
駐
車
場
の
工
事
完
成
を
記
念
し
て
、

真
岡
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
と
真
岡
西
ロ
ー
タ
リ
ー
ク

ラ
ブ
か
ら
、
石
碑
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
石
碑
は
、

駐
車
場
東
側
出
入
口
付
近
に
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。市HP

新庁舎北側仮駐車場

市 HP

市
役
所
本
庁
舎

バス停
（いちごバス）

思いやり
駐車場 5台

新庁舎駐車場
138 台

東側出入口

北側出入口
　

６
月
12
日
（
日
）、
真
岡
消
防
署
二
宮
分
署
で
、

真
岡
市
消
防
団
に
よ
る
第
63
回
真
岡
市
消
防
操
法
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た
今
大
会
は
、
規
模
を
縮

小
し
、
各
分
団
か
ら
代
表
の
部
の
み
が
出
場
す
る
形

式
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

競
技
内
容
は
、
火
災
現
場
を
想
定
し
た
消
火
技
術

を
披
露
す
る
も
の
で
、
各
選
手
の
動
作
の
正
確
さ
、

火
点
と
呼
ば
れ
る
的
が
倒
れ
る
ま
で
の
タ
イ
ム
な
ど

を
競
い
ま
し
た
。

　

操
法
大
会
の
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

【
団
体
成
績
】

★
優
勝

　

第
３
分
団
第
１
部

★
準
優
勝

　

第
４
分
団
第
２
部

★
第
３
位

　

第
１
分
団
第
５
部

【
個
人
成
績
・
優
勝
】

★
指
揮
者
の
部

　

第
５
分
団
第
２
部　

谷
口　

和
也

★
１
番
員
の
部

　

第
３
分
団
第
１
部　

佐
藤　

正
啓

★
２
番
員
の
部

　

第
３
分
団
第
１
部　

仁
平　

貴
文

★
３
番
員
の
部

　

第
６
分
団
第
１
部　

土
屋　

眞
之
介

★
４
番
員
の
部

　

第
３
分
団
第
１
部　

吉
田　

享
人

　

消
防
庁
の
第
６
回
予
防

業
務
優
良
事
例
表
彰
に
お

い
て
、
芳
賀
地
区
広
域
行

政
事
務
組
合
消
防
本
部
が

消
防
庁
長
官
賞
を
受
賞

し
、
６
月
30
日
（
木
）、

中
三
川
消
防
長
ら
が
市
役

所
を
訪
れ
、
石
坂
市
長
へ

報
告
し
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
取
り
組
み

は
、
栃
木
県
内
全
て
の
消

防
本
部
と
合
同
で
鑑
識
や

研
修
を
行
う
こ
と
で
、
県

内
の
火
災
調
査
の
高
度
化
を
図
り
、
令
和
３
年
度
に

発
生
し
た
火
災
に
お
い
て
、
原
因
不
明
の
火
災
ゼ
ロ

を
達
成
し
た
も
の
で
す
。

　

石
坂
市
長
は
「
こ
の
受
賞
を
糧
と
し
て
、
住
民
の

安
全
安
心
な
生
活
を
守
る
た
め
、
よ
り
一
層
地
域
の

た
め
に
頑
張
っ
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆
さ
ま
か
ら
人
権
に

つ
い
て
の
相
談
を
受
け
、
問
題
解
決
の
お
手
伝
い
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
法
務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
、

人
権
を
侵
害
さ
れ
た
被
害
者
の
救
済
や
、
人
権
に
つ

い
て
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
に
関
す
る
長
年
の
活
動
に
よ
り
、
次
の

方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

★
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
柳　
　

要
治
さ
ん

★
宇
都
宮
地
方
法
務
局
長
感
謝
状

　
野
澤　

光
成
さ
ん

　

大
関　

馨
さ
ん

★
栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
長
表
彰

　
飯
島　

啓
子
さ
ん

　

６
月
４
日
（
土
）
と
５
日
（
日
）
に
大
阪
府
で
開

催
さ
れ
た
、
極
真
会
館
主
催
「
全
日
本
体
重
別
空
手

道
選
手
権
大
会
」
に
お
い
て
、
今
大
会
か
ら
創
設
さ

れ
た
新
階
級
の
60
㎏
以
下
級
「
軽
軽
量
級
」
の
部
で
、

市
内
在
住
の
島
田
景
虎
選
手
が
準
優
勝
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

島
田
選
手
は
、
６
月

23
日
（
木
）、
市
役
所
を

訪
れ
、
石
坂
市
長
へ
大

会
の
結
果
を
報
告
し
ま

し
た
。

　

石
坂
市
長
か
ら
は 

「
真
岡
か
ら
素
晴
ら
し
い

成
績
を
残
し
て
く
れ
た

事
は
誇
り
で
す
。
こ
れ

か
ら
の
活
躍
に
も
期
待

し
て
い
ま
す
。」
と
激
励

の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。


